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つ

め

て

み

よ

う

観

て

み

よ

う

見ガ
～稚魚のゆりかご～

ラ モ 場
面
に
付
着
し
た
気
泡
が
海
面
か
ら

注
ぐ
光
を
反
射
し
て
い
る
の
が
分

か
っ
た
。波
の
な
い
穏
や
か
な
日

だ
っ
た
た
め
、こ
ん
な
光
景
を
見
る

こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
、と
き
ど
き

小
さ
な
気
泡
が
ゆ
ら
ゆ
ら
と
水
面

に
上
っ
て
ゆ
く
の
に
見
と
れ
て
い

た
。し
ば
ら
く
し
て
、こ
れ
は
普
通

で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
海
藻

の
命
の
営
み
で
、付
着
し
た
気
泡
は

　　
先
月
27
日
、市
内
伊
戸
の
海
岸

近
く
に
、漁
師
が
消
費
者
に
直
接

と
れ
た
て
の
魚
な
ど
を
提
供
す

る
漁
師
直
売
所
、
海
の
駅
伊
戸

「
だ
い
ぼ
」が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

（「
だ
い
ぼ
」は
定
置
網
の
こ
と
を

言
う
、房
州
の
方
言
。）こ
の
定
置

網
か
ら
と
れ
た
て
の
魚
を
漁
師

が
消
費
者
に
直
接
提
供
し
よ
う

と「
伊
戸
観
光
倶
楽
部
」（
代
表
海

老
原
勇
）を
組
織
。

　
オ
ー
プ
ン
初
日
、開
店
の
10
時

に
は
100
人
ほ
ど
が
列
を
作
り
、そ

の
日
に
水
揚
げ
し
た
ア
ジ
や
サ

バ
な
ど
新
鮮
な
魚
介
類
や
ひ
も

の
、露
地
栽
培
の
ス
ト
ッ
ク
や
キ

ン
セ
ン
カ
な
ど
の
花
き
や
農
産

品
を
買
い
求
め
て
い
た
。ま
た
、

建
物
内
に
は
漁
師
料
理
を
提
供

す
る「
漁
師
茶
屋
」が
あ
り
、早
速

観
光
客
が
伊
勢
エ
ビ
の
入
っ
た

「
だ
い
ぼ
汁
」な
ど
、新
鮮
な
魚
介

類
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
た
。

　「
み
ん
な
、海
の
こ
と
や
花
を

栽
培
す
る
事
に
は
慣
れ
て
い
ま

す
が
、販
売
で
お
客
さ
ん
と
直
接

や
り
取
り
を
し
た
こ
と
が
な
い

の
で
、慣
れ
る
ま
で
ご
迷
惑
を
か

け
る
こ
と
が
な
い
か
と
心
配
し

て
い
ま
す
。ま
た
、新
鮮
な
も
の

を
提
供
し
た
い
の
で
、し
け
な
ど

市
民

シリーズ

214

館
山
が
、
日
本
の
フ
ラ
メ
ン
コ
の
故

郷
と
呼
ば
れ
る
よ
う
学
生
を
サ
ポ
ー

漁
師
が
直
接
、
新
鮮
な
品
物
を
提
供
し
ま
す
。

伊
戸
観
光
倶
楽
部

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

男の料理教室

ヘルスサポーター21

実
は
光
合
成
で
作
ら
れ
た
酸
素
だ

と
気
づ
き
、あ
わ
て
て
何
枚
か
の
写

真
に
収
め
た
。

　
ガ
ラ
モ
場
は
、最
近
減
っ
て
い
る

内
湾
の
ア
マ
モ
場
と
同
様
に
魚
介

類
の
命
を
育
む
大
切
な
ゆ
り
か
ご

で
、カ
ワ
ハ
ギ
・
メ
バ
ル
・
ア
オ
リ
イ

カ
・
イ
セ
エ
ビ
な
ど
沖
で
生
活
す
る

多
く
の
生
き
物
の
こ
ど
も
が
こ
の

中
で
育
つ
の
で
あ
る
。そ
れ
ば
か
り

で
な
く
、ガ
ラ
モ
な
ど
海
藻
類
は
水

中
に
溶
け
て
い
る
二
酸
化
炭
素
と

光
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
光
合

成
を
行
い
、酸
素
を
作
り
出
す
と
と

も
に
温
暖
化
の
基
に
な
る
二
酸
化

炭
素
を
吸
収
し
、地
球
に
と
っ
て
大

切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。　
観

光
や
港
湾
改
修
な
ど
の
目
的
で
開

発
事
業
を
計
画
す
る
に
は
、こ
れ
ほ

も
ば

ど
重
要
な
浅
海
の
藻
場
を
守
る
た

め
に
細
心
の
注
意
を
払
う
よ
う
心

掛
け
た
い
。

元
東
京
海
洋
大
学
助
教
授 

小
池
康
之 メバルの幼魚

ジョロモクと気泡

餌となるアミの群

オオバモクと気泡

   

平
成
11
年
度
、地
元
住
民
ら
が

伊
戸
地
区
の
活
性
化
を
め
ざ
し
構

想
が
ス
タ
ー
ト
。グ
リ
ー
ン
・
ブ

ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム（
都
市
と
農
山

漁
村
と
の
交
流
）を
推
進
す
る
モ

デ
ル
地
区
と
し
て
、国
と
県
か
ら

補
助
を
受
け
、進
入
道
路
や
駐
車

場
な
ど
の
設
計
を
開
始
、近
隣
の

観
光
農
漁
業
施
設
の
視
察
や
旅
行

会
社
の
職
員
を
迎
え
て
講
演
会
を

開
催
し
た
。14
年
４
月
に
は
、地
元

主
催
に
よ
り
小
学
生
を
集
め
、ひ

じ
き
刈
り
を
実
施
す
る
な
ど
活
動

を
続
け
、昨
年
11
月
に
正
式
に
伊

戸
観
光
倶
楽
部
を
発
足
。

　
先
月
オ
ー
プ
ン
し
た
漁
師
直
売

所
、海
の
駅
伊
戸「
だ
い
ぼ
」は
、木

造
平
屋
作
り
、約
192
平
方
メ
ー
ト

ル
。伊
豆
大
島
や
富
士
山
も
望
め

る
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
生
か

し
、今
後
は
磯
遊
び
や
花
摘
み
な

ど
の
体
験
観
光
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供

し
な
が
ら
旬
の
情
報
を
発
信
し
て

い
く
。　
　
　

　
問
合
せ
／
伊
戸
観
光
倶
楽
部

　
　
　
　
　（
�
29
―
１
２
２
１
）

で
品
物
の
確
保
が
十
分
に
で
き

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、お
問

合
せ
い
た
だ
き
、ぜ
ひ
多
く
の
人

に
来
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
」

（
代
表
の
海
老
原
勇
さ
ん
）

海の駅伊戸「だいぼ」の案内図
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春
先
の
潜
水
調
査

で
、周
り
に
生
い
茂
っ

た
ガ
ラ
モ（
ホ
ン
ダ
ワ

ラ
の
仲
間
）の
葉
が
き

ら
き
ら
光
っ
て
い
る

の
に
気
が
付
い
た
。よ

く
見
る
と
、葉
や
茎
一

海の駅 伊戸「だいぼ」 

洲崎灯台 

円光寺 
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早
朝
、沖
合
い
約
800
ｍ
に
停
泊
し

た「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
　
び
い
な
す
」か

ら
、午
前
８
時
過
ぎ
に
は
乗
客
や
関

係
者
が
安
房
博
物
館
脇
の
岸
壁
に

上
陸
。第
二
中
学
校（
校
長
平
野
明

文
）の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
が
演
奏
す

る
中
、ユ
ネ
ス
コ
保
育
園（
園
長
本
多

馨
）４
歳
５
歳
の
園
児
40
人
が
出
迎

え
ま
し
た
。　

　最新鋭の豪華客船「ぱしふぃっく　びいなす」（2６,518
総トン、全長183.４ｍ、乗客定員696人）と超高速ジェット
船「セブンアイランド」

春を求め館山へ

　
市
で
は
、港
を
活
用
し
た
地
域
振
興
策
の
一
環
と
し
て
、こ
れ
ま
で
に
日
本
を
代
表
す
る
客
船「
飛
鳥
」、

「
に
っ
ぽ
ん
丸
」の
寄
港
を
実
現
し
て
き
ま
し
た
。先
月
16
日
に
は
関
西
方
面
か
ら
は
じ
め
て
、大
型
客
船

「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
　
び
い
な
す
」が「
陽
春
の
鹿
島
・
館
山
ク
ル
ー
ズ
」と
し
て
館
山
に
初
寄
港
。

　
乗
船
客
は
、安
房
博
物
館
敷
地
内
で
の
歓
迎
行
事
に
参
加
し
た
後
、市
内
観
光
や
い
ち
ご
狩
り
、戦
跡
め

ぐ
り
な
ど
の
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
に
参
加
、館
山
の
春
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
問
合
せ
／
海
辺
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
課（
�
22
―
３
６
０
６
）

東京との海上交通の歴史
　江戸時代には房州の海産物を江戸に輸

おしょくり

送する押送船をはじめとする和船の交通
が発達しましたが、明治時代に入ると汽船
が導入され、輸送時間短縮と物資の大量輸
送が可能となりました。
　明治22年（1889）には「東京湾汽船会
社（のちの東海汽船）」が設立され、通快丸
や房州丸などの汽船の直行便は５時間で
東京と館山を結びました。大正12年に初
代の橘丸ができ、「花の房州航路」に登場。
橘丸は昭和10年に大型客船として生まれ
変わり、戦後も多くの観光客を運びまし
た。
　海上交通の発達で鏡ケ浦を中心とした
南房総地域は観光地として賑わいを見せ
るようになり、東京との海上航路は、昭和
46年（1971）に橘丸の夏季運航が打切ら
れるまで続きました。
　

豪
華
客
船「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く 

び
い
な
す
」初
寄
港

超
高
速
ジ
ェ
ッ
ト
船「
セ
ブ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
」

６
６
０
０
人
を
こ
え
る
乗
船
客

橘
丸
以
来
34
年
ぶ
り
　
東
京
と
館
山
を
結
ぶ
海
上
ル
ー
ト
実
現

　
今
回
の
超
高
速
ジ
ェ
ッ
ト
船
の

就
航
は
期
間
限
定
な
が
ら
、34
年

ぶ
り
に
東
京
と
館
山
を
結
ぶ
海
上

ル
ー
ト
。館
山
を
経
由
し
て
椿
ま

つ
り
で
に
ぎ
わ
う
伊
豆
大
島
に
向

か
っ
た
こ
と
か
ら
、６
６
０
０
人

を
こ
え
る
人
が
利
用
し
ま
し
た
。

　
ま
た
辻
田
市
長
、秋
山
市
議
会

議
長
を
は
じ
め
と
す
る
35
人
の
訪

東
京
と
75
分
で
結
ば
れ
る

問
団
が
22
日
、伊
豆
大
島
の
大
島

町
役
場
を
訪
問
し
、今
回
の
超
高

速
船
の
就
航
を
契
機
に
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　
昨
年
７
月
に
国
土
交
通
省
関

東
運
輸
局
と
市
が
共
同
で
実
施

し
た
東
京
〜
館
山
〜
下
田
間
の

モ
ニ
タ
ー
運
航
を
契
機
に
、先
月

14
日
か
ら
31
日
ま
で
、東
京
〜
館

山
〜
伊
豆
大
島
間
の
超
高
速

ジ
ェ
ッ
ト
船「
セ
ブ
ン
ア
イ
ラ
ン

ド
」(

東
海
汽
船
株
式
会
社
所
有

　
総
ト
ン
数
281
ト
ン
、旅
客
定
員

260
人
）に
よ
る
１
日
１
往
復
の
試

験
運
航
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
東
京
・
竹
芝
桟
橋
を
８
時
に
出

発
し
た
超
高
速
ジ
ェ
ッ
ト
船
は
、

わ
ず
か
75
分
の
航
海
で
館
山
港

に
到
着
。そ
の
先
、伊
豆
大
島
ま
で

は
わ
ず
か
50
分
で
結
ば
れ
ま
し

た
。帰
路
は
館
山
を
16
時
15
分
に

出
発
し
、東
京
に
17
時
30
分
に
到

着
。　
期
間
中
、強
風
に
よ
る
悪
天

候
の
た
め
欠
航
と
な
っ
た
日
が
一

日
あ
り
ま
し
た
が
、市
で
は
今
回

の
運
航
を
分
析
し
て
、今
後
の
海

上
交
通
ル
ー
ト
の
開
設
実
現
に
向

け
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
乗
船
客
は
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
に

参
加
し
た
後
、市
内
観
光
な
ど
の
オ

プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま

し
た
。ツ
ア
ー
終
了
後
参
加
者
か
ら

は「
里
見
八
犬
伝
の
話
は
知
っ
て
い

ま
し
た
が
、こ
の
土
地
が
舞
台
だ
っ

た
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
」「
崖

の
観
音
や
那
古
寺
な
ど
由
緒
あ
る

お
寺
を
巡
れ
、よ
か
っ
た
」な
ど
の

　船内見学会に参加した４５人の市民は、
３班に分かれ見学。参加者からは「普通の船
ではなく、一流のホテルが海上に浮かんで
いるよう」「１度でいいからツアーに参加
し、優雅な気分に浸ってみたい」など豪華な
設備にため息が漏れていました。

園児が描いた船の旗で歓迎をうける乗船客

豪華な船内の見学会 声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
阪
府
泉
南
市
の
長
谷
川
陽
一

さ
ん
は
戦
跡
を
巡
る
ツ
ア
ー
に
参

加
。「
赤
山
地
下
壕
跡
に
は
驚
き
ま

し
た
。
戦
闘
機
を
格
納
す
る

え
ん
た
い
ご
う

掩
体
壕
は
以
前
見
た
も
の
と
同

じ
。甲
冑
の
試
着
は
楽
し
く
、旅
行

の
よ
い
記
念
に
な
り
ま
す
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。

伊
豆
大
島
に
向
か
う
乗
客
で
賑
わ
う
セ
ブ

ン
ア
イ
ラ
ン
ド「
愛
」号（
館
山
港
耐
震
強

化
岸
壁
・
３
月
27
日
）
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生活等に対する現状評価 
下記の項目についてのそれぞれの評価を「満足」，「ほぼ満足」，「ふつう」，「やや不満」，「不満」，「わからない」の６
段階評価でたずねた調査結果です。　 

重点施策について 
問　館山市が，今後のまちづくりを進める上で，力を入れていくべきだと思う施策。 
　　　※複数回答（５つまで） 

1 ごみやし尿の収集状況 
検診や予防などの保健活動 
火災に対する防災体制 
生涯学習の機会 
日常の買い物環境 
図書館・公民館・博物館などの公共施設 
幼稚園・小・中学校などの教育環境 
緑地の保全や緑化の推進 
街並みの美しさや景観 
市からの情報提供 
市民が行う地域づくり活動への支援 
リサイクルの推進や廃棄物問題への対応 
スポーツ・レクリエーション施設等 
ＩＴを活用した情報化施策 
高齢者に対する福祉施策 
乳幼児や児童に対する福祉施策 
障害者に対する福祉施策 
治安や防犯対策 
農林業の振興 
水産業の振興 
青少年の非行防止や健全育成 
通勤や通学等の交通環境 
近所の道路の交通安全対策 
大地震や大雨等に対する防災対策 
海岸（ビーチ）の保全・利用 
病院・診療所などの医療施設の状況 
港湾の利用 
まわりの道路の舗装状況や広さ 
公園・広場や子供の遊び場の整備状況 
道路側溝や排水路等の整備状況 
河川や海域等の浄化 
市民の声の市政への反映度 
行政改革の推進 
観光の振興 
工業の振興 
商業の振興 

2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36

項目 
保健・医療の充実 1

回答件数 
498
437
434
414
376
310
285
258
232
227
216
212
173
169
157
145
126
103
90
46
19
39

4,966
1,068

観光の振興 2
高齢者の福祉対策 3
国道や県道などの幹線道路の整備 4
市道の舗装や側溝の整備 5
鉄道・バス路線等の確保 6
商工業の振興 7
公共下水道の整備 8
海岸（ビーチ）の整備 9
子育て支援 10
消防や防災対策 11
自然環境の保全や公害対策 12
公園や緑地の整備 13
青少年の健全育成 14
農林水産業の振興 15
港湾の整備 16
障害者の福祉対策 17
教育施設の整備 18
スポーツ・レクリエーション活動の振興 19
生涯学習の推進 20
その他 21
無回答 22

合計 
回答者数 

0.20
0.16
0.04
0.01

0.03
0.10
0.16
0.20
0.25
0.26
0.27
0.27
0.28
0.30
0.31
0.34
0.37
0.39
0.42
0.45
0.51
0.54
0.57
0.62
0.62
0.65
0.67
0.68
0.69
0.69
0.72
0.73
0.79
0.89
0.92
0.95

-2 -1 0

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 

1 2

不満 満足 

グラフの見方 

各項目の比較を簡単にするため，下式のよ
うに各項目の評価点を算出しました。 
 
満足度の評価点＝ 
（「満足」の回答者数×２点）+（「ほぼ満足」×
１点）+（「ふつう」×０点）+（「やや不満」×（－
１点））+（「不満」×－２点） 
回答者数－（「わからない」の回答者数）－
無回答 
 
この算出方法では，満足度の評価点は+2
点～－2点の間に分布し，中間点の０点を
境として，+2点に近くなるほど満足度は高
く，逆に－2点に近くなるほど満足度は低く
なるということを表します。 
 

46.6％ 
40.9％ 
40.6％ 
38.8％ 

35.2％ 
29.0％ 

26.7％ 
24.2％ 

21.7％ 
21.3％ 
20.2％ 
19.9％ 

16.2％ 
15.8％ 
14.7％ 
13.6％ 
11.8％ 
9.6％ 
8.4％ 

4.3％ 
1.8％ 
3.7％ 

　昨年12月に実施した市民意識調査の結果がまとまりましたので，その概要をお知らせします。 
この調査は，第２期基本計画（Ｈ18～Ｈ22年度）を策定するにあたり，市民の皆さんが，日頃，市政や日常生活の中で感じていることや
何を望んでいるかなどを調査して，その結果を計画策定の参考資料として活用していくことを目的として実施いたしました。 
　２，０００人の方に，郵送による調査をお願いしたところ，１，０６８人の方から回答をいただきました。調査のご協力に厚くお礼申
し上げます。 
　主な項目を紹介しますが，調査結果の詳細は，「館山市市民意識調査報告書」（冊子）をご覧下さい。市企画課ホームページ，市役所
ロビーや各地区公民館などで閲覧できます。 
 
対象：市内に在住する満20歳以上の男女 
対象者の選び方：平成16年12月1日現在の住民基本台帳から無作為抽出 
調査方法：回答者に調査表と返信用の封筒を郵送し，回答を無記名で返送してもらう郵送方法 
調査期間：平成16年12月3日～12月24日 
調査項目：１.定住意識について　２.生活等に対する現状評価　３.今後のまちづくりについて 
　　　　４.市職員の応対等について　５.行政情報等の収集方法について　６.自由意見 

医療の充実・観光の振興に重点を 
市民意識調査の結果まとまる 

回答者の内訳 
性　別 

職　業 

居住年数 

年　齢 
無回答 
0.8％ 

無回答 1.2％ 

学生 0.4％ 
漁業 0.7％ 

金融・保険業 1.1％ 
運輸・通信業 1.4％ 

建築・土木業 4.3％ 
製造業 4.9％ 

農業 6.4％ 

小売業・飲食 6.5％ 

無職 24.3％ 

主婦 22.2％ 

その他 10.2％ 公務員 5.7％ 

無回答 
0.8％ 

無回答 
0.9％ 

30年以上 
51.6％ 

30年未満 
10.8％ 

20年未満 
8.1％ 

10年未満 
5.3％ 

5年未満8.1％ 

生まれてから 
引き続き住んでいる15.1％ 

男 
43.3％ 

20代 
5.4％ 

30代 
11.3％ 

40代 
14.0％ 

50代 
21.4％ 

60代 
26.8％ 

70歳以上 
20.2％ 

女 
59.9％ 

館山市への定住意識について 

問　館山市の住み心地はいかがですか 

住みよい 
50.0％ 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

住み 
にくい 
16.3％ 

どちらとも 
いえない 
32.5％ 

無回答 
1.2％ ずっと住み 

続けたい 
54.0％ 

当分住み続ける 
22.0％ 

いずれ移転する 
つもり5.4％ 

すぐに移転したい 
0.7％ 

わからない 
9.6％ 無回答 

8.1％ 

問　あなたはこれからもずっと館山市に住み続けたいと 
　　思いますか。 



職員による案内業務 総合検診で健康管理 大型客船の誘致（ばしふぃっく びいなす）

せら知お

6平成17年４月15日7 だん暖たてやま

市民の望む市役所職員について 
問　どのような市役所を望みますか。 
　　※　複数回答（３つまで） 

項目 
対応が親切である 1

回答件数 
553
470
432
345
251
213
211
206
156
123
19
9
32

3,020
1,068

誰にでも公平な対応ができる 2
仕事の処理が早い 3
市民の意見をよく聞く 4
仕事に対して意欲的（積極的）である 5
縦割りの意識がなく，柔軟性がある 6
前例や慣習にこだわらない 7
知識が豊富で頼りになる 8
少ない職員数で仕事をする 9
経営感覚を持ち，コスト意識が高い 10
特にない 11
その他 12
無回答 13

合計 
回答者数 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 

51.8％ 
44.0％ 

40.4％ 
32.3％ 

23.5％ 
19.9％ 
19.8％ 
19.3％ 

14.6％ 
11.5％ 

1.8％ 
0.8％ 
3.0％ 

行政情報の収集方法について 
問　あなたは、市からの押し入らせや市政についての情報を何から得ていますか。 
　　※　複数回答（すべて） 

項目 
市の広報紙「だん暖たてやま」 1

回答件数 
996
606
530
416
176
32
29
26

2,808
1,068

市議会だより 2
市で作成したパンフレットやチラシ 3
新聞，テレビ，ラジオ 4
市のホームページ 5

6
7
8

特にない 
その他 
無回答 

合計 
回答者数 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

93.3％ 
56.7％ 

49.6％ 
39.0％ 

16.2％ 
3.0％ 
2.7％ 
2.4％ 

調査の結果を見ると，現状評価では産業振興，行政運営，道路や公園の整備状況，医療施設の状況などが満足
度の評価が低く，これらは，今後力を入れるべき重点施策や市の将来像についての回答結果を見ても要望の高
い施策であることがわかります。また，まちづくりに関する自由意見（記述）でも，これらの施策に対する多
くの意見が寄せられました。 
今後は，公開で開催する館山市総合計画審議会により議論を重ね，平成17年度中に第二期基本計画が策定され
ることとなります。 
電子メール，お手紙，FAXなど市民のみなさんのまちづくりに関するご意見をお待ちしております。 
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担　当：企画課　企画調整係 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ：22-3163 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ：23-3115 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-male: kikakuka@city.tateyama.chiba.jp

将来像について 
問　館山市が将来どのようなまちになってほしいと思いますか。 
　　※　複数回答（３つまで） 

項目 
新たな産業が生まれ育ち，若者が地元に定着できる都市 1

回答件数 
646
627
515
390
260
219
152
105
79
11
34

3,038
1,068

医療・福祉機能の充実した健康・福祉都市 2
自然環境に恵まれた居住都市 3
災害時の防災体制が整い安心できる都市 4
海外や首都圏などから多くの観光客が来訪し，にぎわう観光都市 5
農林水産業や地場産業などの活気がある都市 6
地域の伝統や個性を大切にする都市 
豊かな文化・芸術にふれあえる都市 

7
8
9
10
スポーツ・レクリエーション活動が楽しめる都市 

11
その他 
無回答 

合計 
回答者数 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 

60.5％ 
58.7％ 

48.2％ 
36.5％ 

24.3％ 
20.5％ 

14.2％ 
9.8％ 
7.4％ 

1.0％ 
3.2％ 

項目 
町内会を通じて参加したい 1

回答件数 
646
627
515
390
260
219
152
105
79

3,038
1,068

同じ課題を持つ人と情報交換するなどグループをつくり参加したい 2
市役所に電話をしたり，市役所に行ったりして直接意見・要望したい 3
特に参加したいとは思わない 4
市長への手紙，ファックス，電子メールで意見・要望したい 5
市の設ける会議などの公募委員になり，計画や事業の立案に参加したい 6
商工会・農協・漁協などの既存団体を通じて参加したい 
その他 

7
8
9 無回答 

合計 
回答者数 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 

43.7％ 

28.4％ 
40.4％ 

25.9％ 
25.3％ 

16.0％ 
14.0％ 

3.6％ 
6.8％ 

まちづくりへの参加について 
問　住民と行政が，お互いに対等な立場で役割や責任を明確にし，協力しながらまちづくりに取り組むこと（協働）が 
　　求められていますが，あなたが参加するとしたら，どのようにしたいと思いますか。 
　　※　複数回答（３つまで） 

市職員の応対について 
問　あなたが市の職員と接したとき，職員の応対について，どのように感じましたか。 

構成比 

接したことがなし 
3.3％ 

その他 
3.5％ 

無回答 
2.5％ 非常に親切で 

対応が早い 
11.4％ 

対応が事務的で不親切 
18.4％ 

特に何も感じない 
15.7％ 

まあまあ親切に 
対応してくれた 
45.2％ 



　
今
月
１
日
付
け
で
、館
山
市
職

員
の
人
事
異
動
が
発
令
さ
れ
ま
し

た
。

　
市
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
が
非

常
に
厳
し
い
こ
と
か
ら
、最
重
要

課
題
と
し
て
、積
極
的
に「
行
財
政

改
革
」を
推
進
す
る
と
と
も
に「
観

光
立
市
」の
実
現
を
図
る
必
要
が

あ
る
た
め
、組
織
の
一
部
見
直
し

を
行
い
、こ
れ
に
伴
っ
た
重
点
的

か
つ
適
材
適
所
の
人
員
配
置
を
行

い
ま
し
た
。

　
柏
崎
国
司
神
社
で
例
大
祭

　
今
年
度
の
市
役
所
の
各
課
、各
係

へ
の
直
通
番
号
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
用
件
の
担
当
窓
口
が
わ
か
っ
て

係
へ
の
直
通
電
話
決
ま
る

会
事
務
局
長
・
遠
藤
昭
男（
企
画
部

参
事
）

 

《
課
長
級
》▽
秘
書
広
報
課
長
・
川

ま
さ
し

名
虔（
社
会
安
全
対
策
課
長
）、▽

企
画
課
長
・
佐
藤
誠（
観
光
企
画
担

当
課
長
）、▽
総
務
課
長
・
川
名
房

吉（
建
設
課
長
）、▽
健
康
課
長
・
真

田
房
人（
農
水
産
課
長
）、▽
社
会

安
全
課
長
・
安
西
光
夫（
社
会
福
祉

課
長
）、▽
社
会
福
祉
課
長
・
鈴
木

千
佳
士（
企
画
課
課
長
補
佐
・
昇

格
）、▽
商
工
課
長
・
平
川
實（
健
康

管
理
課
）、▽
農
水
産
課
長
・
嶋
田

範
夫（
ス
ポ
ー
ツ
課
長
）、▽
環
境

保
全
課
長
・
武
田
博
之（
会
計
課

長
）、▽
建
設
課
長
・
松
坂
隆
雄（
商

工
課
長
）、▽
会
計
課
長
・
榎
本
勝

己（
館
山
市
・
富
浦
町
及
び
三
芳
村

学
校
給
食
組
合
事
務
局
長
）、▽
ス

ポ
ー
ツ
課
長
・
池
田
昌
和（
生
涯
学

習
課
長
）、▽
生
涯
学
習
課
長
・
鈴

木
哲（
環
境
保
全
課
長
）、▽
館
山

市
・
富
浦
町
及
び
三
芳
村
学
校
給

食
組
合
事
務
局
長
・
山
田
努（
庶
務

い
る
場
合
は
、直
接
、電
話
が
か
け

ら
れ
ま
す
。

　
担
当
窓
口
が
わ
か
ら
な
い
場
合

は
、代
表
番
号
か
ら
電
話
交
換
手
が

取
り
次
ぎ
ま
す
。

　
問
合
せ
／
財
政
課
管
財
係（
�
22

―
３
２
９
６
）

　
今
回
の
異
動
で
は
、平
成
16
年

度
末
の
退
職
者
17
人
に
対
し
、派

遣
を
含
め
11
人
を
採
用
、111
人
を

配
置
換
え
し
、20
人
を
昇
任
昇
格

さ
せ
、市
職
員
は
派
遣
職
員
を
含

め
て
476
人
と
な
り
ま
し
た
。

　
課
長
以
上
の
異
動
は
次
の
と
お

り
で
す
。

 

《
部
長
級
》▽
総
務
部
参
事【
行
財

政
改
革
】安
西
亮（
総
務
課
長
・
昇

格
）、▽
港
湾
観
光
部
長
北
山
久
利

（
企
画
課
長
・
昇
格
）、▽
農
業
委
員

施
設
課
課
長
補
佐
・
昇
格
）

 
《
退
職
》▽
川
名
洋
充（
港
湾
観
光

部
長
）、▽
小
倉
利
武（
農
業
委
員

会
事
務
局
長
）、▽
�
木
和
夫（
企

画
部
開
か
れ
た
市
政
担
当
参
事
・

秘
書
広
報
課
事
務
取
扱
）

行
財
政
改
革
の
推
進
と
観
光
立
市
の
実
現
に
向
け

111
人
を
配
置
換
え
館
山
市
の
人
事
異
動

●庁内直通電話番号一覧●

市役所代表番号�22－3111
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委
員
会

３
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階

１
階
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階
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階

２ 

号 

館

３
　
号
　
館

教
育
委
員
会

４
号
館

２
階

コ
ー
ラ
ル
会
議
に
よ
る
高
校
生
へ
の
出
前
講
座

自
分
ら
し
さ
を
身
に
つ
け
て

　市立富崎幼稚園は園児数の減少により16年度で閉
園が決まり、先月26日閉園式が行われました。
　昭和28年のピーク時には203人の園児がいた富崎
幼稚園も現在は年長３人、年少２人の計５人が在籍。
　さらに、来年度の入園予定者が１人であったため、閉
園となったものです。式典では５人の園児により「富崎
幼稚園跡地」と記された記念碑が除幕され、54年間で
卒園した1,843人の記録を残しました。　

　
先
月
26
・
27
日
、柏
崎
の
国
司

ち
か
も
と

神
社
で
源
親
元
公
御
神
忌
九
百

年
大
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。一

〇
九
六
年
、朝
廷
か
ら
任
命
さ
れ

国
司
と
し
て
安
房
の
国
に
赴
任

し
た
源
親
元
は
、た
い
へ
ん
な
善

政
を
施
し
た
と
さ
れ
人
々
に
慕

わ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
４
年
の
任
期
を
終
え
、京
都
に

戻
っ
た
親
元
が
一
一
〇
五
年
に

没
し
た
こ
と
を
聞
き
、人
々
は
親

し
の

元
の
徳
を
偲
び
、宿
舎
だ
っ
た
場

所
に
親
元
を
祀
る
国
司
神
社
を

建
て
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。今

富崎幼稚園が閉園

　三芳水道企業団（企業長辻田実館
山市長）と館山市水道管工事協同組
合（内藤達也理事長、組合員36社）で
は、「災害時における水道施設復旧作
業等に関する協定」を締結しました。

　

   

館
山
市
コ
ー
ラ
ル
会
議(

会
長

本
橋
朋
子
　
会
員
21
人)

で
は
出

前
講
座
を
企
画
し
、中
央
公
民
館
、

船
形
地
区
公
民
館
、館
山
商
工
会

議
所
女
性
会
な
ど
か
ら
依
頼
を
受

け
、男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の

出
前
講
座
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。

　
今
回
、人
権
教
育
の
一
環
と
し

て
先
月
17
日
、は
じ
め
て
高
校
生

を
対
象
と
し
た
出
前
講
座
を
県
立

館
山
高
校
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
体
育
館
に
集
ま
っ
た
１
、２
年

生
377
人
は
、同
会
議
メ
ン
バ
ー
４

名
か
ら
約
１
時
間
に
わ
た
り
、そ

れ
ぞ
れ
の
体
験
に
基
づ
く
自
分
ら

し
さ
の
必
要
性
、相
手
を
思
い
や

る
気
持
ち
の
大
切
さ
、男
女
の
人

権
の
尊
重
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
話
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

  

コ
ー
ラ
ル
会
議
で
は
、今
年
度

も
引
き
続
き
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
、さ
ま
ざ
ま
な
人

や
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
出
前
講
座

を
開
催
し
、普
及
啓
発
活
動
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

ま
つ

善
政
の
国
司
を
祀
る

年
、親
元
の
没
後
900
年
を
迎
え
、地

元
柏
崎
区
を
は
じ
め
館
山
地
区
の

各
区
で
山
車
や
み
こ
し
を
繰
り
出

し
、平
安
時
代
の
国
司
を
偲
ぶ
祭

り
に
彩
り
を
添
え
ま
し
た
。

災害時の飲料水確保をめざす

柏崎・国司神社

水道施設復旧作業等に関する協定を締結

　この協定は、大規模な地震等の発生により配水管な
どの水道施設に被害が発生した場合に、館山市水道管
工事協同組合に加入している業者の全面的な協力を得
て、迅速な施設の復旧体制を確保し、断水期間の短縮を
図ろうというものです。
　今回締結した協定の内容は、漏水修理などの工事に
加え、情報収集や応急給水への協力、自動車や資機材の
提供なども対象としており、三芳水道では「国内で最近
発生した新潟や九州の地震でも、水道施設の被害は発
生しています。施設の耐震化を進めていますが、非常時
での組合の協力は非常に心強い。」としています。 ま
た、組合では協定締結にあわせ非常時に使用するテン
ト一張りを三芳水道企業団に寄贈しました。
　組合の内藤理事長は「災害は発生してほしくないで
すが、地元地域に万が一の時水道はライフラインの中
心となります。この協定により、いち早く復旧に協力し
ます。」と話していました。

須田コーラル委員の説明

記念碑を囲んで

せら知お
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22 － 3414

22 － 3418
22 － 3428
22 － 3261
22 － 3262
22 － 3257
22 － 3506
22 － 3491
22 － 3492
22 － 3496
22 － 3487
22 － 3489
22 － 3352
22 － 3354
22 － 3199
22 － 3121
22 － 3122
22 － 3135

22 － 3163

22 － 3152
22 － 3147
22 － 3142
22 － 3235
22 － 3218
22 － 3952
22 － 3953
22 － 3523
22 － 3442

22 － 3464

22 － 3527
22 － 3291
22 － 3296

22 － 3362

22 － 3956
22 － 3396
22 － 3397
22 － 3685
22 － 3694
22 － 3698
22 － 3542
22 － 3539
22 － 3168
22 － 3174
22 － 5633
22 － 3729
22 － 3575
22 － 3631
22 － 3636
22 － 3637
22 － 3640

22 － 3610

22 － 3612

22 － 3606
22 － 3346
22 － 3136

22 － 3696

22 － 3957

市民係
保険年金係
　　年金担当
　　国保担当
資産税係
市民税係

保護係
社会福祉係
児童福祉係
高齢対策係
援護係
環境企画室
一般廃棄物係

広報係
秘書係
男女共同参画係
企画調整係
政策評価係
企画担当係
国際交流係
ＮＰＯ係

事務管理係
法規係
福利研修係・人事係

消防防災係
コミュニティ係
交通防犯係

財政係
管財係・契約係
商工係
工業団地振興係
消費生活係
農政係・漁政係
耕地係・園芸係

情報化推進係
情報システム係

管理係
建設係
維持係
建築係
都市計画係
公園係
街路係
駅周辺整備係

観光係
観光企画室
体育施設係
スポーツ振興係
高校総体準備室

市民課

税務課
　
納税課
会計課

社会福祉課

高齢者福祉課

環境保全課

市民相談室

秘書広報課

企画課

行財政改革推進課

総務課

選挙管理委員会事務局

社会安全課

議会事務局

財政課

商工課

農水産課

　　庶務施設課
　　学校教育課
　　生涯学習課
監査事務局
農業委員会事務局

情報政策課

安房郡市広域市町村圏事務組合

三芳水道企業団

　

建設課

都市計画課

海辺のまちづくり推進課

観光立市推進課

　　スポーツ課



　
最
近
、ご
み
指
定
袋
に
入
っ
て

い
な
い
燃
せ
る
ご
み
が
増
え
て
い

ま
す
。

　
指
定
袋
以
外
で
出
さ
れ
た
燃
せ

る
ご
み
は
、収
集
し
な
い
た
め
、ご

み
搬
出
場
所
周
辺
の
市
民
か
ら
苦

情
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
燃
せ
る
ご
み
の
指
定
袋
制
度
を

　
教
育
委
員
会
で
は
、生
活
保
護

　
市
で
は
浄
化
槽
の
設
置
に
対
し

て
、設
置
費
の
一
部
を
補
助
し
て

い
ま
す
が
、今
年
度
か
ら
補
助
金

額
・
補
助
要
件
が
変
わ
り
ま
す
。　

問合せ／館山市図書館（�22－0701）

いい本あるある!
移動図書館「わかしお号」

 ※雨や風の強い日は、巡回を
   中止することがあります。

純真保育園前

温水プール前

稲原集会所前

崖観音下

船形小学校

船形地区公民館

那古小学校

光風苑前

大賀自衛隊官舎

香浅間神社

西岬東地区公民館

館山小学校

西岬小学校

房南保育園

大田区立養護学校

安房神社鳥居前

相浜漁協前

中里ワークホーム

神戸小学校

富崎小学校

館野保育園

館野小学校

腰越延命院前

九重駅前

九重小学校

（九重保育園）

神余小学校

豊房幼稚園

豊房小学校

駐　車　場

10:20～11:00

11:10～11:30

13:45～14:00

14:10～14:25

14:40～15:40

12:40～13:10

12:40～13:10

14:40～15:40

10:10～10:25

10:35～11:05

11:15～11:30

13:40～14:00

14:20～15:40

12:40～13:10

12:40～13:10

14:10～15:30

 9:50～10:20

10:35～11:05

11:15～11:35

13:25～13:45

14:00～14:30

14:40～15:40

12:40～13:10

12:40～13:10

14:40～15:40

10:20～11:00

12:40～13:10

13:20～13:40

13:50～14:15

14:40～15:40

12:40～13:10

13:30～14:00

14:40～15:40

時　間　５月

10

24

10

24

10

24

11

25

11

25

11

25

17

31

17

31

17

31

18

19

５月の
巡回場所

ご
み
指
定
袋
で
出
し
て
！

市
民
か
ら
の
苦
情
も
多
数
！

は
じ
め
て
、ま
も
な
く
２
年
を
迎

え
ま
す
。先
月
あ
た
り
か
ら
指
定

袋
以
外
で
の
搬
出
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、燃
せ
る
ご
み
は
、収

集
日
の
午
前
６
時
か
ら
午
前
８
時

30
分
ま
で
に
指
定
袋
に
入
れ
て
決

め
ら
れ
た
搬
出
場
所
へ
出
す
よ
う

注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、ビ
ン
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
キ
ャ
ッ
プ（
蓋
）は
、は
ず
し
て

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
も
の
は「
ご

み
指
定
袋
」に
入
れ「
燃
せ
る
ご

み
」と
し
て
、金
属
製
の
も
の
は

「
透
明
・
半
透
明
の
袋
」に
入
れ「
金

属
類
」と
し
て
出
し
ま
す
。

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ラ
ベ
ル
は
、

は
が
さ
な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

は
が
し
た
ラ
ベ
ル
は「
ご
み
指
定

袋
」に
入
れ「
燃
せ
る
ご
み
」と
し

て
出
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
環
境
保
全
課
一
般
廃

棄
物
係（
�
22
―
３
３
５
４
）

下
水
道
認
可
区
域
、店
舗
の
ほ
か
、

11
人
槽
以
上
の
浄
化
槽
、別
荘
、ア

パ
ー
ト
な
ど
も
補
助
の
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

　
岡
田
区
が
新
築
を
進
め
て
き
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
２
月

末
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
総
事
業
費
は
749
万
８
千
円
。こ

の
内
館
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業

補
助
金
と
し
て
490
万
円
を
補
助
し

ま
す
が
、440
万
円
は
宝
く
じ
の
普

及
広
報
を
目
的
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
助
成
事
業
）と
し
て
、

（
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

助
成
で
す
。

　
完
成
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
は
、木
造
平
屋
建
て
59
・
62
㎡

で
、和
室
の
集
会
室（
18
畳
）と
台

所
な
ど
か
ら
な
り
、出
入
口
に
は

高
齢
者
も
安
全
に
利
用
で
き
る
よ

う
ス
ロ
ー
プ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
今
後
、岡
田
区
の
活
動
拠
点
と

し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
問
合
せ
／
社
会
安
全
課
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
係（
�
22
―
３
４
６
４
）

　
今
月
１
日
付
け
で
、館
山
市
消

防
団
長
の
山
田
一
夫
氏
に
代
わ

り
、羽
山
保
雄
氏
が
団
長
に
任
命

さ
れ
ま
し
た
。

　
山
田
一
夫
氏
は
、昭
和
49
年
４

月
に
入
団
。平
成
14
年
12
月
か
ら

団
長
に
就
任
し
、２
年
４
ヵ
月
の

間
、消
防
団
を
ま
と
め
、市
民
の
生

　５月16日（月）から22日（日）の「春季行
政相談強調週間」にちなみ、市では、行政相
談員、千葉行政評価事務所、法務局館山支
局と合同で行政相談所を開設します。
　登記、年金、道路など国の仕事への苦情、
意見などなんでも結構です。（相談無料）
　日時／５月11日（水）10:00～15:00
　場所／コミュニティセンター
　問合せ／市民相談室（�22―3199）

　弁護士による無料法律相談を開催しま
す。あらかじめ電話での予約と相談内容を
連絡ください。
　日時／５月20日（金）
　場所／コミュニティセンター
　定員／８人（先着順）
　予約開始／５月13日（金）午前９時から
　問合せ／市民相談室（�22―3199）

行政相談所を開設

無 料 法 律 相 談

　
補
助
金
額
は
５
人
槽

か
ら
10
人
槽
ま
で
一
律

で
12
万
円
で
す
。

　
補
助
で
き
る
件
数
に

は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

浄
化
槽
を
設
置
す
る
際

に
は
、事
前
の
相
談
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
問
合
せ
／
環
境
保
全

課
環
境
企
画
室（
�
22

―
３
３
５
２
）

指定袋指定袋指定袋指定袋指定袋

課
に
あ
り
ま
す
。ま
た
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

　
市
で
は
、農
用
地
除
外
申
請
を

随
時
受
付
し
、年
２
回
、県
の
審
査

会
に
申
請
し
ま
す
。今
回
の
申
請

締
切
は
５
月
31
日（
火
）で
す
。許

可
が
出
る
ま
で
に
お
お
よ
そ
半
年

か
ら
１
年
程
度
か
か
り
ま
す
。

　
問
合
せ
／
農
水
産
課
農
政
係

（
�
22
―
３
３
９
６
）

　
市
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の

農
用
地
除
外
申
請
を
受
け
付
け
ま

す
。

　
農
用
地
除
外
の
申
請
に
は
、①

土
地
案
内
図
、②
公
図
の
写
し
、③

土
地
登
記
事
項
証
明
書
、④
施
設

の
配
置
図
・
平
面
図
、⑤
排
水
の
経

路
図
、⑥
農
家
組
合
長
・
隣
接
農
地

所
有
者
の
同
意
書
な
ど
の
書
類
が

必
要
で
す
。

　
申
請
書
や
同
意
書
は
、農
水
産

農
用
地
除
外
申
請
は
来
月
中
に

命
・
財
産
を
守
る
役
割
を
果
た
し

て
き
ま
し
た
。

　
後
任
の
羽
山
保
雄
氏
は
、昭
和

55
年
４
月
に
入
団
。平
成
13
年
４

月
か
ら
副
団
長
を
務
め
て
き
ま
し

た
。

　
問
合
せ
／
社
会
安
全
課
消
防
防

災
係（
�
22
―
３
４
４
２
）

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
、３
月
に

発
行
し
た
福
祉
情
報
誌「
ほ
ほ
え

み
生
き
が
い
編
」の
５
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
た
北
条
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
演
芸
会
の
写
真
の
表
示

は
、新
宿
新
寿
会
の
誤
り
で
し

た
。お
詫
び
し
訂
正
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
社
会
福
祉
協
議
会

（
�
23
―
５
０
６
８
）

　
館
山
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
が
高
額
療
養
費
に

該
当
し
た
場
合
、こ
れ
ま
で
は
申

世
帯
や
こ
れ
に
準
ず
る
世
帯
を
対

象
に
就
学
費
用
を
援
助
し
ま
す
。

「
就
学
費
用
援
助
制
度
」は
経
済
的

な
理
由
で
、就
学
が
困
難
な
小
中

学
校
の
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
に

学
用
品
や
給
食
費
な
ど
の
経
費
を

援
助
す
る
制
度
で
す
。

　
問
合
せ
／
担
任
の
先
生
ま
た
は

学
校
教
育
課（
�
22
―
３
６
９
４
）

請
書
の
送
付
に
よ
り
通
知
し
て
い

ま
し
た
が
、今
月
分
か
ら
ハ
ガ
キ

に
よ
る
通
知
に
変
更
に
な
り
ま

す
。

　
申
請
は
、届
い
た
ハ
ガ
キ
と
領

収
書
、印
鑑
を
持
参
し
、こ
れ
ま
で

と
同
様
に
申
請
し
ま
す
。

　
領
収
書
な
ど
で
病
院
へ
の
支
払

い
を
確
認
で
き
な
い
と
高
額
療
養

費
の
支
払
い
が
で
き
ま
せ
ん
。申

請
の
際
に
領
収
書
の
提
示
が
必
要

で
す
。

　
問
合
せ
／
市
民
課
保
険
年
金
係

（
�
22
―
３
４
２
８
）

れ
ま
し
た
。

　
主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　
育
児
休
業
給
付
／
①
支
給
対
象

　
育
児
・
介
護
休
業
法
が
４
月
１

日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ

に
伴
い
、雇
用
保
険
制
度
の
育
児
・

介
護
休
業
給
付
の
一
部
も
改
正
さ

お
詫
び
と
訂
正

一
律
12
万
円 

浄
化
槽
の
設
置
費
補
助

消
防
団
長
に
羽
山
保
雄
氏

岡
田
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
完
成

岡田区に完成したコミュニティセンター

と
な
る
期
間
の
延
長（
特
別
の
事

情
が
生
じ
た
場
合
に
最
大
１
歳

６
ヵ
月
に
達
す
る
日
の
前
日
ま

で
）、②
期
間
雇
用
者
へ
の
適
用

（
一
定
条
件
を
満
た
し
た
場
合
）、

③
休
業
終
了
日
の
属
す
る
月
の
支

給
額
算
定
方
法
の
変
更

　
介
護
休
業
給
付
／
①
同
一
家
族

に
係
る
複
数
回
支
給（
た
だ
し
、一

定
の
条
件
に
基
づ
き
通
算
93
日
が

限
度
）、③
休
業
終
了
日
の
属
す
る

月
の
支
給
額
算
定
方
法
の
変
更

　
問
合
せ
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
館
山

（
�
22
―
２
２
３
６
）

育
児
・
介
護
休
業
法
が
改
正

ハ
ガ
キ
で
通
知
！

　
高
額
療
養
費

就
学
費
用
を
援
助

せら知お
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て
も
ら
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
日
程 

・
内
容
／
表
の
と
お
り

　
時
間
／
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

　
対
象
／
市
内
に
住
む
第
一
子
で

０
歳
児
を
持
つ
親
と
乳
児（
満
１

歳
に
な
っ
た
月
で
卒
業
、途
中
入

会
も
可
能
）

　
参
加
費
／
無
料

　
持
ち
物
／
お
む
つ
・
ミ
ル
ク
・
バ

ス
タ
オ
ル
等
育
児
用
品

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
中
央
公
民

館（
�
23
―
３
１
１
１
）、健
康
課

（
�
23
―
３
１
１
３
）

　
中
央
公
民
館
で
は
、「
ハ
ッ
ピ
ー

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
会
」の
お
手
伝
い

を
し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

随
時
募
集
し
ま
す
。

◎
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
、子
育
て
を
終
え
た
お
母
さ
ん

な
ど
、子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ん
で

く
れ
る
人
。情
操
教
育
や
健
康
面

な
ど
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
人
。

　
性
別
・
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
活
動
日
は「
ハ
ッ
ピ
ー
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
会
」の
日
程
で
す
。都
合
の

つ
く
日
だ
け
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
中
央
公
民

館（
�
23
―
３
１
１
１
）、健
康
課

（
�
23
―
３
１
１
３
）

ハ
ッ
ピ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
会

※内容は変更になる場合もあります。

「ハッピーファミリーの会」の日程

　
中
央
公
民
館
で
は「
ハ
ッ
ピ
ー

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
会
」の
参
加
者
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
少
子
化
が
進
み
、地

域
社
会
で
も
、子
ど
も
同
士
や
親

同
士
が
交
流
し
、ふ
れ
あ
う
機
会

が
大
変
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
は
、乳
児
を
持
つ
お

母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
達
が
集
ま
る

場
と
し
て
、友
達
づ
く
り
や
情
報

交
換
な
ど
交
流
す
る
こ
と
で
、「
心

に
ゆ
と
り
」を
も
っ
て
子
育
て
し

日  程
  5/11
  6/10
  7/  6
  8/10
 ９/  8
10/  4
11/  9
12/  7
 １/11
 ２/  9
 ３/  8

内　　　容
福祉サービスの話
心を育てる親子の関わり
予防接種の受け方
救急法について
親子のふれあい遊び
発育・発達の話
福祉サービスの話
心を育てる親子の関わり
予防接種の受け方
救急法について
親子のふれあい遊び

日  程
 ５/10
 ６/  7
 ７/  5
 ８/12

 ９/  7
10/  6
11/  8
12/  6
 １/12

 ２/  7
 ３/  7

内　　　容
野鳥の森で遊ぼう
３Ｂ体操
七夕飾りを作ろう
子育てのアイデア募集
愛と思いやりの子育て
子育てサークルとの交流
野鳥の森で遊ぼう
３Ｂ体操
クリスマスリース作り
子育てのアイデア募集
愛と思いやりの子育て
ひな人形作り
子育てサークルとの交流

内　　　容
子どもの健康管理
虫歯のない子になろう
ベビーマッサージ
月齢に沿った離乳食の進め方
親子ビクス
子ども健康管理
虫歯のない子になろう
育児不安やストレスの発散
お年寄りとのふれあい
月齢に沿った離乳食の進め方
親子ビクス

つぼみ
（１か月～７か月）

プッチママ
（８か月～１歳児）

日  程
 ５/19
 ６/15
 ７/26
 ８/18
 ９/16
10/13
11/17
12/16
 １/24
 ２/24
 ３/24

つぼみ＆プッチママ合同

※毎回、身体計測を実施 ※毎回、身体計測を実施

ハ
ッ
ピ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

　保健推進員といっしょに離乳食を作ったり、管理栄
養士や保健師による個別相談も行います。別室で赤
ちゃんを預かります。妊婦さんとの交流もあります。

うまうま学級
ママと赤ちゃんいっしょに

集募

　
中
央
公
民
館
で
は
、学
校
の
土

曜
日
の
休
み
を
活
用
し
て
、将
棋

教
室
を
開
催
し
ま
す
。将
棋
を
通

し
て
、同
じ
年
代
や
大
人
達
と
交

流
す
る
こ
と
で
、我
慢
強
さ
や
独

創
性
、社
会
性
な
ど
を
学
び
ま
す
。

開
催
中
は
、随
時
、参
加
者
を
受
け

　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
の
作
り
方
か

ら
演
じ
方
を
学
び
ま
す
。最
終
回

に
は
発
表
し
あ
い
ま
す
。

　
完
成
し
た
作
品
は
、夏
休
み
の

宿
題
や
学
校
活
動
で
の
利
用
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、サ
ー
ク
ル

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
の
発
表
な
ど

に
も
活
用
で
き
ま
す
。

　
日
程
／
表
の
と
お
り

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

　
市
で
は
、市
民
の
市
民
に
よ
る

市
民
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

の
育
成
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

は
地
域
住
民
が
主
体
と
な
り
、い

つ
で
も
、ど
こ
で
も
、だ
れ
で
も
を

合
言
葉
に
、好
き
な
時
に
活
動
に

参
加
で
き
、さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
、健
康
づ
く
り
や
市

民
の
親
睦
・
交
流
を
目
的
と
し
て

活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で「
運
動
し
た
く
て
も

出
来
な
か
っ
た
」「
運
動
が
苦
手

だ
」と
い
う
人
も
楽
し
く
活
動
で

き
る
ク
ラ
ブ
で
す
。

　
現
在
、総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
設
立
に
向
け
、仮
活
動
と

し
て
若
潮
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ

教
室
を
開
催
す
る
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
今
回
、教
室
を
開
催
す
る
に
あ

た
り
、指
導
者
、活
動
協
力
者
を
募

集
し
ま
す
。年
齢
・
種
目
・
職
業
・
資

格
等
は
問
い
ま
せ
ん
。事
前
に
申

込
み
、説
明
会
を
兼
ね
た
集
会
に

参
加
し
ま
す
。

　
集
会
日
時
／
４
月
28
日（
木
）午

後
７
時

　
場
所
／
市
役
所
４
号
館

　
問
合
せ
／
ス
ポ
ー
ツ
課（
�
22

―
３
６
９
６
）

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

指
導
者
・
活
動
協
力
者
を
募
集

付
け
ま
す
。

　
日
時
／
４
月
９
日
・
23
日
、５
月

14
日
・
21
日
、６
月
11
日
・
25
日
、７

月
16
日
・
23
日
、８
月
13
日
・
27
日
、

９
月
10
日
・
17
日
、10
月
８
日
・
22

日
、11
月
12
日
・
26
日
、12
月
10
日
・

17
日
、１
月
14
日
・
28
日
、２
月
４

日
・
25
日
、３
月
４
日
・
25
日（
す
べ

て
土
曜
日
）、各
回
と
も
午
後
１
時

30
分
〜
午
後
３
時
30
分

　
対
象
／
小
学
生
以
上（
大
人
も

可
）

　
定
員
／
30
人

　
講
師
／
日
本
将
棋
連
盟
安
房
支

部　
参
加
費
／
無
料

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
中
央
公
民

館（
�
23
―
３
１
１
１
）

将
棋
教
室

　
対
象
／ 

小
学
校
３
年
生
以
上

（
大
人
も
可
）　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
／
20
人
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
／
松
苗
禮
子
氏

　
受
講
料
／
材
料
費
と
し
て
、千

円
程
度

　
持
ち
物
／【
初
回
】油
性
黒
マ

ジ
ッ
ク（
細
・
太
）、【
第
２
回
以
降
】

水
彩
用
パ
レ
ッ
ト
、水
入
れ
、毛
の

硬
い
筆
、ポ
ス
タ
ー
カ
ラ
ー
、雑
巾

　
締
切
／
５
月
13
日（
金
）

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
中
央
公
民

館（
�
23
―
３
１
１
１
）

　  日　程

５月21日（土)

６月18日（土）

７月16日（土）

７月29日（金）

７月30日（土）

　　内　容

パネルシアターの

選定と下絵書き

着色

しかけ作り

仕上げ

発　表

※時間はいずれも
午後１時30分から午後３時30分

パネルシアター教室の日程

　
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
で

は
、親
子
で
楽
し
め
る
写
生
大
会

を
開
催
し
ま
す
。学
校
、幼
稚
園
に

も
申
込
書
が
あ
り
申
し
込
め
ま
す

が
、当
日
、会
場
で
も
申
し
込
み
で

き
ま
す
。

　
日
時
／
５
月
15
日（
日
）午
前
８

時
30
分
受
付
開
始【
雨
天
決
行
】

　
場
所
／
千
葉
県
南
房
パ
ラ
ダ

イ
ス

　
対
象
／
市
内
の
幼
児
、小
学
生
、

一
般（
中
学
生
以
上
）

　
参
加
費
／
100
円（
当
日
徴
収
）

　
持
ち
物
／
写
生
道
具（
画
板
、

絵
の
具
、
絵
筆
、
ク
レ
ヨ
ン
な

ど
）、ゴ
ミ
入
れ【
画
用
紙
は
主
催

者
で
配
布
】

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
生
涯
学
習

課
青
少
年
係（
�
22
―
３
６
９
８
）

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
教
室

親
子
写
生
大
会

　日時／５月10日（火）午
後１時15分から午後３時
30分
　場所／コミュニティセン
ター
　持ち物／母子手帳、エプ
ロン、三角巾、赤ちゃんも
いっしょに参加する場合
は、バスタオルや赤ちゃん
に必要なもの
　問合せ・申込み／健康課
（�23－3113）

昨年の南房パラダイス賞山本大樹君の作品
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ポ
イ
ン
ト
介
護
保
険 
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介
護
保
険
は
、み
な
さ
ん
の
保
険
料
と
公
費
を
財
源
に
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。被
保
険
者
全
員
が
所
得
に
応
じ
た
保
険
料
を
負
担
す
る
こ
と
で
、

公
平
性
の
確
保
、制
度
の
安
定
的
な
運
営
を
保
っ
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
を
滞
納
す
る
被
保
険
者
に
対
し
て
は
、災
害
な
ど
特
別
な
事
情

で
支
払
え
な
い
場
合
を
除
き
、次
の
よ
う
な
給
付
制
限
が
講
じ
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第
１
号
被
保
険
者（
65
歳
以
上
）に
対
す
る
給
付
制
限

【休日･夜間】
【休日】

５月のプログラム子ども市民大学 問合せ／生涯学習課（�22－3698）

館山市図書館
�22－0701

10:30～ 60人
幼児

 6日
（ 金 ）

おはなし会（幼児向け）

　安房医師会病院では、年間365日24時間体制で、救急患者を受け入れています。
　病院内には、初期診療施設として、安房郡市夜間急病診療部（午後７時～午後10
時・年中無休）が設置されています。

安房医師会病院
�25－5111

夜間救急・休日救急

【休日･夜間】
【休日】

 1日（日）

 2日（月）
 3日（火）

 4日（水）
 5日（木）

 6日（金）

 7日（土）
 8日（日）

 9日（月）
10日（火）
11日（水）
12日（木）

13日（金）

14日（土）
15日（日）

東条病院（鴨川市）    �04－7092－1207
青木医院（丸山町）　　　   　�46－4103
富山国保病院（富山町）  　 　�58－0301
鋸南病院（鋸南町）　　　   　�55－2125
勝山病院（鋸南町）　　   　　�55－2138
館山病院（市内）　　　   　　�22－1122
鴨川市立国保病院（鴨川市）
　　　　　　　　　�04－7097－1221
伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）
　　　　　　　　　�04－7092－2231
鋸南病院（鋸南町）　　　　   �55－2125
赤門整形外科内科（市内）   　�22－0008
白浜中央医院（白浜町）         �38－2751
富山国保病院（富山町）   　　�58－0301
東条病院（鴨川市）     �04－7092－1207
赤門整形外科内科（市内）   　�22－0008
伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）
　　　　　　　　　�04－7092－2231
鴨川市立国保病院（鴨川市）
　　　　　　　　　 �04－7097－1221
小田病院（鴨川市）　 �04－7092－1128
鋸南病院（鋸南町）　　　   　�55－2125
あかねこどもクリニック　   �24－4150

症状よっては対応できない場合もあります。
判断できない場合は、当日の夜間待機施設か
安房郡市消防本部（�22－2233）へ問い合わせてください。

５月
◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◆◇◆◇◆◇◆◇

　安房医師会病院以外の夜間救急は、次のとおりで、夜間待機施設として、
午後５時から翌朝８時まで診療します。
　【休日】は休日当番医です。【休日・夜間】は、休日当番医で夜間救急も行います。

※都合により、当番医が変更になる場合があります。

富山国保病院（富山町）  　 　�58－0301
東条病院（鴨川市）    �04－7092－1207
小田病院（鴨川市）    �04－7092－1128
伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）
　　　　　　　　�04－7092－2231
鴨川市立国保病院（鴨川市）
　　　　　　　�04－7097－1221

赤門整形外科内科（市内）   　�22－0008
館山病院（市内） 　　　        �22－1122
富山国保病院（富山町）  　 　�58－0301
東条病院（鴨川市）    �04－7092－1207
小田病院（鴨川市）    �04－7092－1128
伊 藤 胃 腸 科 ク リ ニ ッ ク（ 鴨 川 市 ）
　　　　　　　　�04－7092－2231
鴨川市立国保病院（鴨川市）
　　　　　　　�04－7097－1221

鋸南病院（鋸南町）　　　　   �55－2125
館山病院（市内） 　　　        �22－1122
太田整形外科医院（市内）   　�23－2318
富山国保病院（富山町）  　 　�58－0301
東条病院（鴨川市）    �04－7092－1207

安房医師会病院の小児科の診療は、日曜日の9:30～16:00に、
救急のみ診察します。祭日については問合せてください。
他の時間帯は、内科医による初期診療です。

【休日･夜間】
【休日】

16日（月）
17日（火)
18日（水）
19日（木）

20日（金）

21日（土）
22日（日）
23日（月）
24日（火）
25日（水）
26日（木)

27日（金）

28日（土）
29日（日）

30日（月）
31日（火）

【休日･夜間】

【休日･夜間】
【休日】

日　　時 プログラム（会場等） 定員・対象 問 合 せ 先 コ ー ス

毎日曜日
祝日 10:00～

甲冑を着よう
（観覧料として小中学生80円、一般150円）

小学生以上
の入館者

館山市立博物館
�23－5212

しろやまコース
信

  １日
（ 日 ）

 ７日
（ 土 ）

4/28
～6/12

21日
（ 土 ）

 14日
（ 土 ）

プラネタリウム一般公開
「数々の冒険をなしとげた豪傑（ヘルクレス座）」

一　般
200人

大房岬少年自然の家
�33－4561

たいぶさコース
仁

10:15～

おはなし会
館山市図書館
�22－070114:00～

ぶんがくコース
孝

小学生
60人

将棋教室 小学生以上 館山市中央公民館
�23－3111

わんぱくコース
悌

13:30～

おはなし会
館山市図書館
�22－070114:00～

ぶんがくコース
孝

小学生
60人

10:00
～15:00

子どもの日茶会 一　般
生涯学習課
�22－3698

ふれあいコース
忠

 8日
（ 日 ）

  ５日
（ 木 ）

館山野鳥の森
�28－0166

鳥となかよしコース
孝野鳥観察会 どなたでも

50人
10:00
～15:00

海辺の語り部
（語り部サークル「さくら貝」）

安房博物館
�22－8608

13:30～
かがみがうらコース

智
どなたでも
80人

うちわづくり（有料） 安房博物館
�22－8608

 9:30～ かがみがうらコース
智

小学生
以上30人

おはなし会 館山市図書館
�22－0701

14:00～ ぶんがくコース
孝

小学生
60人

収蔵資料展「安房の伝統工芸」 安房博物館
�22－8608

 9:00
～16:30

かがみがうらコース
智

入館者

おはなし会 館山市図書館
�22－0701

14:00～ ぶんがくコース
孝

小学生
60人

22日
（ 日 ）

28日
（ 土 ）

安房学講座 安房博物館
�22－8608

14:00～
かがみがうらコース

智
一　般
60人

沖ノ島発掘調査ボランティア 安房博物館
�22－8608

かがみがうらコース
智

一　般
20人

4/29～
5/9の内
５日程度

10:00
～15:00

　「たてやま子ども市民大学」は、市内の小学生が対象です。
　自分の好きな教室に参加して「はっけん伝カード」にスタ
ンプをためていきます。学校で配られる１年間の学習プログ
ラムや毎月15日号の「だん暖たてやま」を見て、好きな講座を
選べます。
　カードにスタンプが50個たまると修了です。生涯学習課や

中央公民館などにカードを提出します。
　修了者には、大学長（教育長）から「たてやま子ども博士賞」
と「博士メダル」をさしあげます。
　 平成９年度からはじまったこの大学では、今までに20人
が「たてやま子ども博士」になっています。

将棋教室 小学生以上 館山市中央公民館
�23－3111

わんぱくコース
悌13:30～

南房総～貝がら探検隊
電話申込み先着順（有料）

安房博物館
�22－8608

 9:30
～15:00

かがみがうらコース
智

幼稚園
以上30人

【休日･夜間】
【休日】
【休日･夜間】
【休日･夜間】

ワン！

介
護
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料
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納
が
あ
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ど
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？

介
護
保
険
料
の
未
納
が
あ
る
と
ど
う
な
る
の
？

介
護
保
険
料
の
未
納
が
あ
る
と
ど
う
な
る
の
？

介
護
保
険
料
の
未
納
が
あ
る
と
ど
う
な
る
の
？

介
護
保
険
料
の
未
納
が
あ
る
と
ど
う
な
る
の
？

　
問
合
せ
／
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
対
策
係（
�
22
―
３
４
８
７
）

１
年
以
上
滞
納
し
た
場
合

　
利
用
者
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
全
額
を
い
っ
た
ん
自
己
負
担
し
ま

す
。そ
の
後
申
請
に
よ
り
保
険
給
付
分（
費
用
の
９
割
）が
支
払
わ
れ
ま

す
。（
支
払
方
法
の
変
更
が
保
険
証
に
記
載
さ
れ
ま
す
。）

１
年
６
カ
月
以
上
滞
納
し
た
場
合

    

保
険
給
付
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
一
時
差
し
止
め
に
な
り
ま
す
。さ

ら
に
滞
納
が
続
く
と
、滞
納
分
を
保
険
給
付
の
金
額
よ
り
、差
し
引
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

２
年
以
上
滞
納
し
、時
効
に
な
っ
た
場
合

    

滞
納
し
て
い
た
人
が
新
た
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
、滞

納
期
間
に
応
じ
て
利
用
者
負
担
が
１
割
か
ら
３
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
た

り
、高
額
サ
ー
ビ
ス
費
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

第
２
号
被
保
険
者（
40
歳
か
ら
64
歳
）

    

国
民
健
康
保
険
料
に
未
納
が
あ
る
場

合
に
も
、介
護
保
険
給
付
の
一
部
ま
た

は
全
部
が
一
時
差
止
め
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。（
一
時
差
止
め
以
外
の
介

護
給
付
費
も
、償
還
払
い
の
措
置
が
と

ら
れ
ま
す
。
）
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こんなことあんなこと相談案内お気軽にどうぞ！
相談はすべて無料です。（結婚・介護相談以外は、土曜日曜祝日は休みます）

秘密は厳守されますからお気軽にご相談ください。

心配ごと
（一般相談員による相談）
　日時／毎週火曜日（祝日の場合は翌日）
　　　　午前10時～午後３時
（専門相談員による相談）
　日時／毎月第１、第３火曜日
　　　　午後１時～午後３時
　対象／一般相談員の相談を受けた人、
　　　　１日４人まで
　場所／市役所４号館
　問合せ／社会福祉協議会　�23－5068

児　童
　家庭関係・養育問題など　
　日時／毎日　午前８時30分～午後５時
　場所／家庭児童相談室
　　　　�22－3111内線576

精神保健
　不眠、イライラ、対人関係、老人ボケ等
　の心配
　日時／5月6日（火）・10日（火）・24日（火）
　場所／安房健康福祉センター
　申込／�22－4511（予約必要）

結　婚
　日時／毎月第１、第３日曜日（１月2日は
           休み）午前10時～午後４時
　場所／市役所４号館
　問合せ／社会福祉協議会 �23－5068

介　護
　在宅での介護に関する心配ごと、悩みごと
　日時／24時間、毎日
　場所／館山市在宅介護支援センター
　　　　なのはな　　�29－2800
　　　　ほほえみ　　�27－6411
　　　　たてやま　　�25－7191
　　　　安房医師会　�25－5030

  古　紙
  1日（日）
24日（火）
  8日（日）
31日（火）
13日（金）
29日（日）
12日（木）
  9日（月）
26日（木）
25日（水）

紙パック

19日（木）

10日（火）

12日(木）

26日（木）

12日（木）

地 区 名

館 　 山

北 　 条

那古・船形

西岬・富崎
神　  戸
豊　  房
館野・九重

●５月の古紙・紙パック収集日

　◎希望します【希望条件】

　【無料】

　【相談】

　◎譲ります【希望条件】

　【500円】

　【相談】

ノートパソコン

アップライトピアノ

24インチ自転車

デスクトップ型パソコン（ソ

ニー）

　問合せ／商工課消費生活係　�22－3956

不用品情報コーナー

乳幼児
　◎乳児健診
　日時／５月13日（金）
　対象／４か月児
　受付／午後１時30分～２時30分
　◎乳児相談（１歳未満の乳児）
　日時／５月９日（月）
　受付／午前9時30分～10時３0分
　◎１歳６か月健康診査（１歳６か月児）
　日時／５月12日（木）
　対象／平成15年10月生まれ児
　受付／午後１時20分～１時40分
　◎３歳児健康診査（３歳６か月児）
　日時／５月26日（木）
　対象／平成13年11月生まれ児
　受付／午後１時20分～１時40分
　※場所は保健センター（�23－3113）

家庭教育
　生活習慣、登校拒否、非行の相談など　
　日時／月～金曜日　午前９時～午後４時
　場所／中央公民館
　問合せ／�23－3111

身障・知的障害
　日時／身障障害：毎月第２金曜日
　　　　知的障害：毎月第４火曜日
　　　　午後１時～午後３時
　場所／身障障害：伊賀整形外科クリニック
　　　　知的障害：田村病院
　申込・問合せ／社会福祉課に必ず事前に申込み
　　　　　　　をしてください。�22－3492

人権相談
　日時／毎週水曜日　午前10時～午後４時
　※祝日の場合は前日または後日
　場所・問合せ／千葉地方法務局館山支局
　　　　　　　　人権相談室　�22－0620

交通事故
　電話でもできます
　日時／毎日　午前９時～午後４時30分
　場所／南房総県民センター安房事務所内
　問合せ／�22－7132

消費生活
　商品のサービスや苦情、問合せ。
　日時／５月６日（金）・19日（木）
　　　　午前９時～午後４時
　場所・問合せ／市民相談室

市民生活
　市民生活あれこれ、お気軽にどうぞ
　日時／毎日　午前９時～午後５時
　場所・問合せ／市民相談室 �22－3199

○新聞、雑誌、ダンボールに分けて
　ごみ搬出場所へ

  問合せ／環境保全課　�22－3354

年　金
　厚生年金など
　日時・場所／5月19日（木）館山市役所
　受付／午前８時30分から正午
　　　　来場者が多数の場合、早めに受付　　　
　を終了する場合があります。
　相談／午前10時から午後３時
　問合せ／市民課保険年金係�22－3418

燃せるごみを火・木・土に収集している

地区は、５月５日（木）の祝日に限り、燃

せるごみの収集を行います。

17だん暖たてやま

５月のイベントインフォメーション
※主催者の都合により変更になることがあります。

第12回安房高等学校
　　　　　吹奏楽部定期演奏会
館山地区安全運転管理者等法定講習会

映画「オペラ座の怪人」
映画「オペラ座の怪人」
第４回カラオケ＆歌謡吟詠
　　　　　　ジョイントコンサート
映画「シャークテイル」

第７回あわ夢まつり

　13:30～16:00

　  9:45～17:00

　19:00～21:20

　19:00～21:20

　  9:20～18:00

　10:30～12:00　

   13:00～14:30　

   12:30～15:30

安房高等学校吹奏楽部
　　　　　　　�22－0130

館山地区安全運転管理者協議会
 �22－3035

ペニンシュラ　     �23－8802
ペニンシュラ　     �23－8802
キングレコード専属大和芳勝流
吟詠会宋家岡田芳勝 �23－3044
横芝銀映事務所
　　　　�0479－82－0012
あわ夢まつり実行委員会
　　　　　　　 �22－6790

無　料

関係者

有　料
有　料
無　料
　　　　
有　料
　　　　
有　料

日　程 催　　物　　名 使用時間帯 入場方法 主　催　者

ライトミュージックフェスティバル
　　　　　inアワ2005（第10回）

安房支会総会
ピアノ発表会
第23回ＬＭＡ音楽のつどい
第40回千葉県教職員組合
　　　　　　　　安房支部定期大会
幸チャリティー四方章人
　　カラオケ勉強会及び歌謡ショー
館山市町内会連合協議会総会
　・館山市行政事務に関する打合せ
通常総代会

第７回あわ夢まつり

１・２年合同講義・交通安全

無　料

関係者
無　料
無　料
関係者

無　料

関係者

関係者

有　料

関係者

 1日（日）

 7日（土）
 8日（日）
15日（日）
21日（土）

22日（日）

24日（火）

27日（金）

29日（日）

31日（火）

　12:30～19:30

　13:30～16:00

　  9:00～16:50

　13:30～16:00

　  9:30～15:00

　  9:30～16:30

　14:00～16:30

　10:00～12:30

　12:30～15:30

　  9:45～12:00

 1日（日）

10日（火）

11日（水）
12日（木）
15日（日）

22日（日）

29日（日）

小
　
ホ
　
ー
　
ル

館山駅市民ギャラリー
 4/25～ 5/15
 5/16～ 5/31

日　程 催　物　名

問合せ／都市計画課 �22－3612 手づくり甲冑展
ステンドグラス展

４月１日現在の申込み分の中より掲載。
主催者の都合により変更になることがあります。
問合せ／千葉県南総文化ホール �22－1811
千葉県文化振興財団ホームページ
http://www.cbs.or.jp

南総文化ホール
５月の休館日／２日、９日、16日、23日、30日

大 

ホ 

ー 

ル

16平成17年４月15日

ライトミュージック
フェスティバル実行委員会
（松田屋楽器店）   �22－5661
保育協議会安房支会 �22－1096
大櫪ピアノ教室     �44－4185
ＬＭＡ合唱団　     �28－0822
千葉県教職員組合安房支部
　　　　　　　 �22－0670
幸ドレミクラブ
　　　  �090－8779－7917
館山市役所総務課
　　　　　　　 �22－3218
ほうそう農業共済組合
　　　　 �0438－23－0292
あわ夢まつり実行委員会
　　　　　　　  �22－6790
千葉県生涯大学校南房学園　
　　　　　　  �24－0789




